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平成１７年度 決算報告書

国立大学法人 上越教育大学

（単位：百万円）

区 分 予算額 決算額 差 額 備 考

（決算－予算）

収入

運営費交付金 ３，４６７ ３，４６７ －

施設整備費補助金 － ３６ ３６ （注１）

船舶建造費補助金 － － －

施設整備資金貸付金償還時補 １８ ５４ ３６ （注２）

助金

補助金等収入 － ３８ ３８ （注３）

国立大学財務・経営センター ２５ ２５ －

施設費交付金

自己収入 ８３７ ９０２ ６５

授業料、入学金及び検定料 ７４７ ８１０ ６３ （注４）

収入

附属病院収入 － － －

財産処分収入 － １ １ （注５）

雑収入 ９０ ９１ １

産学連携等研究収入及び寄附 ２４ ８０ ５６ （注６）

金収入等

長期借入金収入 － － －

目的積立金取崩 － － －

計 ４，３７１ ４，６０２ ２３１

支出

業務費 ３，１６２ ３，２８９ １２７

教育研究経費 ３，１６２ ３，２８９ １２７ （注７）

診療経費 － － －

一般管理費 １，１４２ ７０２ △４４０ （注８）

施設整備費 ２５ ６１ ３６ （注９）

船舶建造費 － － －

補助金等 － ３８ ３８ （注10）

産学連携等研究経費及び寄附 ２４ ９２ ６８ （注11）

金事業費等

長期借入金償還金 １８ ５４ ３６ （注12）

国立大学財務・経営センター － － －

施設費納付金

計 ４，３７１ ４，２３６ △１３５

収入－支出 － ３６６ ３６６
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○予算と決算の差異について

（注１）施設整備費補助金については、平成１７年度補正予算により屋内運動場改修及び

アスベスト対策事業に係る予算措置を受けたため、予算額に比して決算額が

３６百万円多額となっています。

（注２）施設整備資金貸付金償還時補助金については、平成１７年度補正予算により繰上げ

償還に係る予算措置を受けたため、予算額に比して決算額が３６百万円多額と

なっています。

（注３）補助金等収入については、国からの補助金の獲得に努めたため、予算額に比して

決算額が３８百万円多額となっています。

（注４）授業料、入学金及び検定料収入については、入学者等の増加により、予算額に

比して決算額が６３百万円多額となっています。

（注５）財産処分収入については、予算段階では金額が未定であった土地売払収入を計上

していなかったため、予算額に比して決算額が１百万円多額となっています。

（注６）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階では金額が未定で

あったため、兵庫教育大学大学院連合学校教育学研究科の構成国立大学法人間に

おける協定に基づく受託事業費を除いていたこと等により、予算額に比して

決算額が５６百万円多額となっています。

（注７）教育研究経費については、人件費における退職給付予定額と実績額の差額、雇用

計画の変更等により２１８百万円少額となりましたが、『「国立大学法人会計

基準」及び「国立大学法人会計基準注解」に関する実務指針報告書』が改訂された

ことに伴い、教育研究経費及び一般管理費の計上区分の見直しを行ったことに

より３４５百万円多額となり、差し引き予算額に比して決算額が１２７百万円

多額となっています。

（注８）一般管理費については、人件費における退職給付予定額と実績額の差額、雇用

計画の変更等並びに物件費における経費の節減等により９５百万円少額となり、

『「国立大学法人会計基準」及び「国立大学法人会計基準注解」に関する実務

指針報告書』が改訂されたことに伴い、教育研究経費及び一般管理費の計上区分

の見直しを行ったことにより３４５百万円少額となり、合わせて予算額に比して

決算額が４４０百万円少額となっています。

（注９）（注１）に示した理由により、予算額に比して決算額が３６百万円多額となって

います。

（注10）（注３）に示した理由により、予算額に比して決算額が３８百万円多額となって

います。

（注11）（注６）に示した理由により、予算額に比して決算額が６８百万円多額となって

います。

（注12）（注２）に示した理由により、予算額に比して決算額が３６百万円多額となって

います。


